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4 第 1 章 地理情報 １ 現代世界の地図につい 【関】 ・現代世界の地図について，さまざまな時代や現代のさまざまな地

Ⅰ と地図 て，さまざまな時代や 図の読図，地理情報の地図化などの活動を通して，現代世界の地図に対す

部 1 節 現代世界 種類の地図の読図など る関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

の地図 の活動を通して，各時 【思】・現代世界の地図について，各時代の人々の世界観，GPS や GIS な
さ 代の人々の世界観を捉 ど現代の地図や交通案内図など身近な地図の有用性を考察し，その過程や

ま え，現代の地図や身近 結果を適切に表現している。

ざ な地図の有用性に気づ 【技】・世界観の変化や現代の地図に関する諸資料を適切に収集し，収集し

ま く。 た資料から，有用な情報を適切に選択し，これを基に，現代世界の地図に

な ついて読み取ったり図表などにまとめたりしている。

地 【知】・世界地図における各時代の人々の世界観の変化や GPSや GISなど
図 現代の地図のしくみと有用性を理解し，その知識を身につけている。

と 2 節 地図の種 ２ 地図の種類とその利用 【関】 ・地図の種類とその利用について，地球儀を活用して，球体として

地 類とその利用 について，球体として の地球の特徴と地図に表現した場合の特性，時差に対する関心と課題意識

理 の地球の特徴を捉え， を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

的 1 地球儀とさま 球体を地図に表現した 【思】・地図の種類とその利用について，球体としての地球上の移動と地図

技 ざまな地図 場合の特性や，時差の 上での表現の特徴や，地球の自転によって時差が生まれるしくみを考察し，

能 2時差の求め方 求め方を通して，現代 その過程や結果を適切に表現している。

世界の地理的事象を捉 【技】・地球儀の活用法やさまざまな図法に関する諸資料を適切に収集し，

える地理的技能をみに 収集した資料から，有用な情報を適切に選択し，これを基に，球体として

つける。 の地球やこれを表現した地図，時差について読み取ったり図表などにまと

めたりしている。

【知】・地球の球体としての特徴とこれを地図に表現した場合の長所短所，

時差の計算法を理解し，その知識を身につけている。

3 節 地理情報 ２ 地理情報の地図化につ 【関】 ・地理情報を統計地図化する活動を通して，地図の有用性に対する

の地図化 いて，地理情報の統計 関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

地図化などの活動を通 【思】・地理情報を統計地図化するにあたり，どのような表現方法を用いれ

して，地図の有用性に ば適切な地図が作れるかを考察し，その過程や結果を適切に表現している。

気付き，現代世界の地 【技】・地理情報に関するデータなどの諸資料を適切に収集し，収集した資

理的事象を捉える地理 料から，有用な情報を適切に選択し，これを基に，適切な統計地図に表現

的技能をみにつける。 している。

【知】・統計地図の表現方法やその長所短所を理解し，その知識を身につけ

ている。

2 章 地図の活 ２ 地図の活用と地域調査 【関】・地図の活用と地域調査について，直接的に調査できる地域を地形図

用と地域調査 について，直接的に調 などの地図の活用と地域調査に対する関心と課題意識を高め，それを意欲

査できる地域を地形図 的に追究し，捉えようとしている。

5 などの地図を活用して 【思】・地図の活用と地域調査について，地形図や資料を活用した地域調査

多面的・多角的に調査 を通して生活圏の地域的特色を多面的・多角的に考察し，その過程や結果

し，生活圏の地域的特 を適切に表現している。

色を捉える地理的技能 【技】・地域調査に関するデータや地形図などに関する諸資料を適切に収集

をみにつける。 し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択し，これを基に，生活圏

の地域調査について図表や発表用資料などにまとめたりしている。

【知】・地域調査の情報収集から発表までの方法や地形図や空中写真の読図

方法を理解し，その知識を身につけている。



第 1章自然環境 ８ 世界の地形について， 【関】・世界の地形について，営力的な視点からさまざまな大地形，小地形，

Ⅱ 1節世界の地形 営力的な視点で分類 その他の地形があることの考察を基に，災害と恩恵など人間生活との関わ

部 し，大地形，小地形， りに対する関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとし

1世界の大地形 その他の地形の分布や ている。

現 成因を考察するととも 【思】・世界の地形について，内的営力，外的営力といった営力的な視点で

代 2 外的営力によ に，災害と恩恵など人 分類し，大地形，小地形，その他の地形を系統地理的に捉える視点や考察

世 ってつくられ 間生活との関わりを考 方法を基に，人間生活との関わりなどを多面的・多角的に考察し，その過

界 る小地形 察する。 程や結果を適切に表現している。

の 【技】・世界の地形と人間生活との関わりに関するデータや写真などの諸資

系 3その他の地形 料を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択し，これ

統 を基に，世界の大地形，小地形，その他の地形の分布や成因と人間生活と

地 の関わりについて読み取ったり図表などにまとめたりしている。

理 【知】・世界の大地形，小地形，その他の地形について，系統地理的に捉え

的 る視点や考察方法，人間生活との関わりなどを理解し，その知識を身につ

考 けている。

6 察 2節世界の気候 10 世界の気候について， 【関】・世界の気候について，気候要素と気候因子の関係から，さまざまな

気候要素と気候因子の 気候が成り立つことの考察を基に，各気候区の特徴や農業など人間生活へ

1 気候の成り立 関係から，その成り立 の影響に対する課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとして

ち ちを考察し，それぞれ いる。

の気候区の特徴と農業 【思】・世界の気候について，気温，風，降水といった気候要素と緯度，水

2 世界の気候区 など人間生活への影響 陸分布などの気候因子の関係から，気候の成り立ちを系統地理的に捉える

分 を考察する。 視点や考察方法を基に，各気候区の分布や農業など人間生活への影響を多

面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

3植生と土壌 【技】・世界の気候と人間生活への影響に関するデータや写真などの諸資料

を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択し，これを

7 基に，世界の気候の特徴と農業など人間生活への影響について読み取った

り図表などにまとめたりしている。

【知】・世界の気候の成因，各気候区の特徴について，系統地理的に捉える

視点や考察方法，人間生活への影響などを理解し，その知識を身につけて

いる。

3 節 日本の自 3 日本の自然の特徴と人 【関】・日本の自然の特徴と人々の生活について，日本の地形や気候が世界

然の特徴と人 々の生活について，地 と比較して特徴的であること，これによって生じる自然災害も特徴的であ

々の生活 形や気候の特徴と，こ ることの考察を基に，防災のあり方に対する課題意識を高め，それを意欲

れによる自然災害の特 的に追究し，捉えようとしている。

1日本の地形 徴を理解するととも 【思】・日本の自然の特徴と人々の生活について，プレート境界に位置し内

2日本の気候 に，防災のあり方を考 的営力によって形成された地形の特徴や大陸東岸に位置する島弧という気

3 日本の自然災 察する。 候の特徴から，日本の自然を系統地理的に捉える視点や考察方法を基に，

害と防災 自然災害の特徴やこれに対する防災のあり方を多面的・多角的に考察し，

その過程や結果を適切に表現している。

【技】・日本の地形と気候，自然災害と防災に関するデータや写真など諸資

料を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択し，これ

を基に，日本の地形と気候，自然災害と防災について読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。

【知】・日本の地形と気候の特徴とこれによって生じる自然災害の特徴につ

いて，系統地理的に捉える視点や考察方法，これに対する防災のあり方を

理解し，その知識を身につけている。

9 4節 環境問題 5 環境問題について，世 【関】・環境問題について，世界の環境問題の概要や具体的事例，日本の環

界の環境問題の成因や 境問題に関する考察を基に，環境問題に対する関心と課題意識を高め，そ



1 世界の環境問 特徴と対策，地域的な れを意欲的に追究し，捉えようとしている。

題 分布を大観し，さまざ 【思】・環境問題について，自然環境の学習を生かして，世界の環境問題の

2 さまざまな環 まな環境問題のうちか 成因や特徴と地域的な分布を大観し，さまざまな環境問題のうちから地球

境問題 ら地球温暖化，森林破 温暖化，森林破壊，砂漠化についての事例や,日本の環境問題の特徴と対策

3 日本の環境問 壊，砂漠化について， について多面的・多角的に考察し,その過程や結果を適切に表現している。

題 事例を考察する。日本 【技】・環境問題とその対策に関するデータや写真など諸資料を適切に収集

の環境問題の特徴と対 し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に環境問

策について考察する。 題とその対策について読み取ったり図表などにまとめたりしている。

【知】・世界の環境問題の概要と対策，地球温暖化，森林破壊，砂漠化の事

例，日本の環境問題の特徴と対策について，系統地理的に捉える視点や考

察方法を理解し，その知識を身につけている。

2章資源と産業 1 産業の発達と変化につ 【関】・産業の発達と変化について，自然環境との関わりやグローバル化に

いて，自然環境との関 関する考察を基に，産業の発達と変化に対する関心と課題意識を高め，そ

1 節産業の発達 わりやグローバル化の れを意欲的に追究し，捉えようとしている。

と変化 視点から考察する。 【思】・産業の発達と変化について，産業の発達は自然環境とどのようにか

かわってきたか，またグローバル化によって産業がどのように変化してい

るかということを，系統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的・多

角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

【技】・産業の発達と変化に関する統計などの諸資料を適切に収集し，収集

した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，産業の発達と

変化について読み取ったり図表などにまとめたりしている。

【知】・自然環境との関わりやグローバル化の視点から，産業がどのように

発達し変化しているかについて，系統地理的に捉える視点や考察方法を理

解し，その知識を身につけている。

2 節 世界の農 7 世界の農林水産業につ 【関】・世界の農林水産業について，農業地域区分や林水産業に関する分布

1 林水産業 いて，農業地域区分や，や動向などに関する考察を基に，現代世界と日本の農林水産業に対する関

0 1 農業の発達と 現代世界の農林水産業 心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

分布 の現状と課題，及び世 【思】・世界の農林水産業について，グローバル化が進むなかでの現代世界

2 世界の農業地 界のなかでの日本の農 や日本の農業の現状と課題を，系統地理的に捉える視点や考察方法を基に

域区分 林水産業の課題を考察 多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

3 現代世界の農 する。 【技】・農林水産業の生産や分布の特徴に関する統計などの諸資料を適切に

業の現状と課 収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，

題 農林水産業の現状や課題について読み取ったり図表などにまとめたりして

4 世界の林業・ いる。

水産業 【知】・各農業地域の分布や特徴，世界や日本の農業の動向について，系統

5 日本の農林水 地理的に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけている。

産業

3節食料問題 3 食料問題について，世 【関】・食料問題について，食料需給の地域的かたよりや不安定さに関する

1 世界の食料問 界の食料需給の地域的 考察を基に，発展途上国や先進国，日本の食料問題に対する関心と課題意

題 なかたよりを大観し， 識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

2 さまざまな食 発展途上国，先進国， 【思】・食料問題について，発展途上国や先進国，日本の食料問題の状況と

料問題 日本についての事例を その成因を，系統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的・多角的に

3 日本の食料問 考察する。 考察し，その過程や結果を適切に表現している。

題 【技】・食料の生産と消費の地域的かたよりに関する統計や事例などの諸資

料を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，こ

れを基に，食料問題について読み取ったり図表などにまとめたりしている。

【知】・発展途上国，先進国，日本の食料事情の動向について，系統地理的

に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけている。

1 4 節世界のエネ 3 世界のエネルギー・鉱 【関】・世界のエネルギー・鉱産資源について，エネルギー資源や鉱産資源



1 ルギー・鉱産 産資源について，エネ の分布や動向などに関する考察を基に，エネルギー資源や鉱産資源の利用

資源 ルギー資源の利用と分 に対する関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとして

布，鉱産資源の分布を いる。

1 エネルギー資 考察する。 【思】・世界のエネルギー・鉱産資源について，それぞれの資源の特徴や利

源の利用と分 用法，分布のかたよりを，系統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面

布 的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

2 鉱産資源の分 【技】・エネルギー資源や鉱産資源の生産や分布に関する統計などの諸資料

布 を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これ

を基に，資源の生産や分布について読み取ったり図表などにまとめたりし

ている。

【知】・エネルギー資源・鉱産資源の種類と利用法，分布や動向などについ

て，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけて

いる。

5 節資源・エネ 3 資源・エネルギー問題 【関】・資源・エネルギー問題について，生産・消費の不均衡とさまざまな

ルギー問題 について，現代世界の 資源・エネルギー問題の動向に関する考察を基に，世界と日本の資源・エ

資源・エネルギー問題 ネルギーの利用に対する関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，

1 現代世界の資 を大観し，世界の資源 捉えようとしている。

源・エネルギ をめぐる問題，エネル 【思】・資源・エネルギー問題について，生産と消費の不均衡や利用法の課

ー問題 ギー生産や消費の抱え 題，石油情勢の背景やこれからのエネルギー利用のあり方を，系統地理的

2 さまざまな資 る課題，日本の資源・ に捉える視点や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結果

源・エネルギ エネルギー問題を考察 を適切に表現している。

ー問題 する。 【技】・資源やエネルギーの生産と消費に関する統計などの諸資料を適切に

3 日本の資源・ 収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，

エネルギー問 資源・エネルギー問題について読み取ったり図表などにまとめたりしてい

題 る。

【知】・資源やエネルギーの不均衡や石油情勢，エネルギーのあり方につい

て，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけて

いる。

1 6節世界の工業 7 世界の工業について， 【関】・世界の工業について，工業の発達や立地，工業地域の分布や動向な

2 工業の発達や立地，世 どに関する考察を基に，世界と日本の工業に対する関心と課題意識を高め，

1 工業の発達と 界の工業地域や，世界 それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

立地 の工業の現状と課題， 【思】・世界の工業について，工業の発達や立地の考え方や世界や日本の工

2 世界の工業地 及び日本の工業の課題 業の現状とその背景，グローバル化が進むなかでの課題を，系統地理的に

域 を考察する。 捉える視点や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結果を

1 3 現代世界の工 適切に表現している。

業の現状と課 【技】・工業生産や地域的分布に関する統計などの諸資料を適切に収集し，

題 収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，世界の工

4日本の工業 業について読み取ったり図表などにまとめたりしている。

【知】・各工業や工業地域の特色，分布や動向などについて，系統地理的に

捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけている。

2 7節第３次産業 2 第 3 次産業について， 【関】・第 3次産業について，現代世界の第 3次産業の発展と世界と日本の
現代世界の第 3 次産業 観光業の特色に関する考察を基に，第 3 次産業や観光業に対する関心と課

1 第３次産業の の発展と，世界と日本 題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

発展 の観光業の特色を考察 【思】・第 3次産業について，情報化の進展と第 3次産業の変化や役割，観
2世界の観光業 する。 光の国際化と多様化を，系統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的

・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

【技】・商業やサービス業，観光業の動向に関する統計などの諸資料を適切

に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，

第 3次産業の動向について読み取ったり図表などにまとめたりしている。
【知】・商業やサービス業，観光業の特色や動向などについて，系統地理的



に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけている。

8 節世界を結ぶ 2 世界を結ぶ交通・通信 【関】・世界を結ぶ交通・通信について，交通や通信の発達に関する考察を

交通・通信 について，交通や通信 基に，交通・通信や情報の一体化と地域差に対する関心と課題意識を高め，

の発達による一体化と それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

1世界の交通網 地域差を考察する。 【思】・世界を結ぶ交通・通信について，交通や通信の発達によって，交通

2情報と通信 ・通信や情報が一体化する一方で地域差も生じていることを，系統地理的

に捉える視点や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結果

を適切に表現している。

【技】・各種交通の運行状況やインターネットなど通信の普及に関する統計

などの諸資料を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選

択して，これを基に，世界を結ぶ交通・通信について読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。

【知】・交通や通信の発達の状況や一体化の進行，地域差の拡大について，

系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につけている。

3 9 節代世界の貿 3 現代世界の貿易と経済 【関】・現代世界の貿易と経済圏について，貿易や経済圏の動向などに関す

易と経済圏 圏について，世界貿易 る考察を基に，世界経済の現状や日本の貿易や経済に対する関心と課題意

や経済圏の現状と課題 識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。

1 私たちの生活 や，世界のなかでの日【思】・現代世界の貿易と経済圏について，多様化する貿易や貿易の地域差，

を支える貿易 本の貿易や経済の現状 経済圏と貿易のあり方を系統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的

2 現代世界の貿 と課題を考察する。 ・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。

易の現状と課 【技】・世界の国家間や経済圏間の貿易に関する統計などの諸資料を適切に

題 収集し，収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，

3 日本の貿易の 現代世界の貿易と経済圏について読み取ったり図表などにまとめたりして

現状と課題 いる。

【知】・貿易に関する用語や経済圏の組織，世界の貿易の特色や動向などに

ついて，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，その知識を身につ

けている。


